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２
月
１
０
日
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
労
組
連
絡
会
は
、
大
阪

市
「
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
」
を 

引
き
上
げ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
内
の
格

差
是
正
に
取
り
組
む
こ
と
を
力

強
く
表
明
し
ま
し
た
。 
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編責 

し
、
加
盟
全
単
組
が
「
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
、
今
次

春
闘
を
闘
い
抜
く
決
意
を

固
め
、
貨
物
連
合
か
ら
は
南

関
東
ロ
ジ
労
組
山
田
委
員

長
・
宮
本
書
記
長
、
中
国
ロ

ジ
労
組
小
早
川
書
記
長
、
小

山
事
務
局
次
長
が
参
加
し

ま
し
た
。 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
波
が
襲
来
す

る
度
に
、
政
府
や
自
治
体
が

国
民
に
対
し
て
不
要
不
急

の
外
出
・
移
動
自
粛
を
要
請

し
て
き
た
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ
産

業
は
発
足
以
来
最
大
の
経

営
危
機
に
陥
り
、
未
だ
業
績

回
復
へ
の
道
筋
す
ら
描
け

ず
危
機
的
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況

下
で
迎
え
る
２
０
２
１
春

闘
で
す
が
、
社
会
的
役
割
を

果
た
す
た
め
に
奮
闘
し
続

け
て
い
る
多
く
の
仲
間
と

そ
の
家
族
の
存
在
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
改
め

て
、
労
働
組
合
の
存
在
意
義

を
含
め
て
自
問
自
答
し
、
企

業
に
過
度
に
忖
度
し
た
闘

争
で
は
な
く
、
労
働
者
の
た

め
の
闘
争
に
挑
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。 

  
 

  

Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組 

２
０
２
１
春
闘
総
決
起
集
会 

今
次
闘
争
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
産
業
に
集
う
す
べ
て

の
仲
間
の
雇
用
と
生
活
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
取

り
組
み
、
産
業
の
特
長
で
も

あ
っ
た
「
安
心
」
を
取
り
戻

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
本
日
全
体
で

確
認
し
、
今
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
取
り
組
む
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
、
労
働
組
合
の

必
要
性
と
健
全
な
労
使
関

係
の
重
要
性
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ

連
合
の
存
在
を
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

集
会
の
中
で
は
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の
各

分
科
会
か
ら
代
表
決
意
表

明
が
あ
り
、
陸
運
を
代
表

し
、
南
関
東
ロ
ジ
労
組
山
田

委
員
長
が
会
社
の
状
況
・
組

織
拡
大
と
強
化
・
２
０
２
１

春
闘
の
取
り
組
み
と
し
て
、

貨
物
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組

と
貨
物
鉄
産
労
は
一
体
と

な
り
月
例
賃
金
総
額
２
％

相
当
分
・
１
０
０
０
円
の
純

ベ
ア
要
求
を
行
い
、
必
達
目

標
賃
金
到
達
と
「
働
き
の
価

値
に
見
合
っ
た
水
準
」
へ
の 

     

メ
イ
ン
会
場
に
５
会
場

を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
で
繋
ぎ
、
２
０
２
１
春

闘
総
決
起
集
会
を
開
催 

 

 


